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年
金
だ
よ
り

老
齢
基
礎
年
金
は
、
20
歳
か
ら
60
歳
に
な

る
ま
で
の
40
年
間
保
険
料
を
納
め
な
け
れ

ば
、
満
額
の
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
な
ど
に
よ

り
、
保
険
料
の
納
付
済
期
間
が
40
年
間
に
満

た
な
い
場
合
は
、
60
歳
か
ら
65
歳
に
な
る
ま

で
の
間
に
国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
て
、
満

額
の
年
金
に
近
づ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
た
め
に

は
、
保
険
料
の
納
付
済
期
間
や
保
険
料
の
免
除

期
間
等
が
原
則
と
し
て
25
年
以
上
必
要
と
な
り

ま
す
が
、
こ
の
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
場
合

は
、
70
歳
に
な
る
ま
で
任
意
加
入
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
（
た
だ
し
、
昭
和
40
年
４
月
１
日
以

前
に
生
ま
れ
た
方
に
限
ら
れ
ま
す
）。

ま
た
、
海
外
に
在
住
す
る
日
本
国
籍
の
方

も
国
民
年
金
に
任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

※
任
意
加
入
に
は
免
除
制
度
が
あ
り
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

公
的
年
金
に
は
、「
カ
ラ
期
間
（
合
算
対
象

期
間
）」
と
い
う
も
の
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

カ
ラ
期
間
と
は
、
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま

せ
ん
が
、
25
年
の
資
格
期
間
に
は
含
ま
れ
る

期
間
の
こ
と
で
す
。
こ
の
カ
ラ
期
間
と
年
金

の
加
入
期
間
を
合
わ
せ
た
期
間
が
25
年
以
上

あ
れ
ば
、
老
齢
基
礎
年
金
の
資
格
期
間
を
満

た
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
主
な
カ
ラ
期
間
】

①
昭
和
36
年
４
月
１
日
か
ら
昭
和
61
年
３

月
31
日
ま
で
の
期
間
で
厚
生
年
金
、
船

員
保
険
、
共
済
組
合
加
入
者
の
配
偶
者

で
国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
な
か
っ
た

期
間

②
平
成
３
年
３
月
ま
で
の
学
生
で
、
国
民

年
金
に
任
意
加
入
し
な
か
っ
た
期
間

③
昭
和
36
年
以
降
の
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で

の
間
で
日
本
国
籍
を
持
つ
方
が
海
外
に

在
住
し
て
い
た
期
間　
　

…
な
ど

25
年
の
老
齢
基
礎
年
金
の
資
格
期
間
を
満

た
せ
な
い
方
で
、
カ
ラ
期
間
と
な
る
可
能
性

厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
た
方
が
退
職
（
失

業
）
さ
れ
る
と
、
市
役
所
で
国
民
年
金
の
加

入
手
続
き
を
行
い
、月
額
１
５
，０
２
０
円
（
平

成
23
年
度
の
金
額
）
の
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難
な
方
に
は
、
申
請

に
よ
っ
て
保
険
料
の
納
付
を
免
除
さ
れ
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。

特
例
免
除
制
度
は
、
退
職
（
失
業
）
し
た

年
度
及
び
翌
年
度
に
限
り
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
こ
の
特
例
免
除
で
は
、
通
常
は

審
査
の
対
象
と
な
る
ご
本
人
の
所
得
の
状
況

を
除
外
し
て
審
査
が
行
わ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

配
偶
者
、
世
帯
主
に
一
定
以
上
の
所
得
が
あ

る
と
き
は
免
除
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

※
退
職
に
は
自
己
都
合
退
職
も
含
ま
れ
ま
す
。

【
手
続
き
に
必
要
な
も
の
】

①
年
金
手
帳
又
は
納
付
書
な
ど
基
礎
年
金
番

号
が
わ
か
る
も
の

②
認
め
印
（
本
人
が
署
名
す
る
場
合
は
不
要
）

③
失
業
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
公
的

機
関
の
証
明
の
写
し
（
雇
用
保
険
受
給
者

証
、
離
職
票
等
）

退
職（
失
業
）に
よ
る

特
例
免
除
制
度
に
つ
い
て

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

カ
ラ
期
間
に
つ
い
て

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
と
は
、
本
人
が
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
、
日
本
年
金
機
構
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
年
金
記
録
・
納
付
状
況
な
ど

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

う
る
ま
市
で
も
、
ご
自
宅
で
パ
ソ
コ
ン
を

利
用
で
き
な
い
方
な
ど
か
ら
年
金
記
録
確
認

の
申
出
が
あ
っ
た
場
合
、
年
金
記
録
を
書
面

に
し
て
お
渡
し
す
る
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
確
認
で
き
る
主
な
内
容
】

・
公
的
年
金
制
度
の
加
入
履
歴
と
納
付
状
況

（
共
済
加
入
期
間
は
除
く
）

・
厚
生
年
金
加
入
時
の
標
準
報
酬
月
額
及
び

標
準
賞
与
額

・
年
金
加
入
実
績
に
応
じ
た
年
金
額　

【
窓
口
で
の
申
請
に
必
要
な
も
の
】

・
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
の
顔
写

真
付
き
証
明
で
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

（
顔
写
真
の
な
い
証
明
に
つ
い
て
は
、
２

種
類
以
上
必
要
）

・
年
金
手
帳
な
ど
の
基
礎
年
金
番
号
が
わ
か

る
も
の

・
認
め
印

・
委
任
状
（
代
理
人
が
申
し
込
む
場
合
）

委
任
状
用
紙
は
年
金
係
窓
口
（
本
庁
）
に

あ
り
ま
す
。

・
郵
送
、
電
話
に
よ
る
申
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
詳
し
く
は
、
年
金
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

の
あ
る
期
間
を
も
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
方

は
、
年
金
係
ま
た
は
コ
ザ
年
金
事
務
所
（
☎

９
３
３
|
３
４
３
９
）
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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